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臨床検査学科 
 
 

論  文 
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黒崎祥史, Nielsen R, Mollet G, 井本明美, 鈴木英明, 横場正典, 片桐真人, 市川尊文, 石井直仁. 
Megalin/cubilinを介した近位尿細管の過剰なタンパク質再吸収は細胞増殖および細胞老化を促進する. 第69回日

本臨床検査医学会学術集会; 20221119; 宇都宮. 日本臨床検査医学会誌. 70(補冊):280. 
 
〔特別講演〕 
 
梅澤敬. Liquid-based cytologyを用いた細胞診検査の品質・精度向上－これまでの臨床データ解析を中心に－. 令
和3年度福島県生活習慣病検診等従事者指導講習会; 20220305; Web. 
 
梅澤敬. Liquid-based cytologyを用いた細胞診の品質・精度向上－これまでの論文報告と臨床データを中心に－. 
第40回埼玉県臨床細胞学会・埼玉県臨床細胞医会学術集会; 20220319; さいたま/Web. 
 
菅野光俊. 臨床化学領域の人材育成～若手技師・技師学生に対する取り組み～. 第10回日臨技北日本支部医学検

査学会; 20221112; 函館. 
 
宇月美和. 福島県立医科大学保健科学部臨床検査学科の紹介. 第41回福島県臨床細胞学会学術大会; 20221211; 
Web. 
 
〔招待講演〕 
 
Toyokawa M. The current status of laboratory methods for the detection of antimicrobial resistant in Japan. 
59th Founding Anniversary Trinity Research & Idea International Congress; 20220407; Manila, Philippines 
/Web. 
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丹野大樹, 金光敬二. 清掃を科学する－ワイプ製剤による環境清掃－. ビルメンヒューマンフェア＆クリーン

EXPO2022; 20221026; 東京. 
 
〔その他〕 
 
梅澤敬, 館川夏那, 山本容子, 山村信一, 林榮一, 熊谷二朗. LBCによる細胞診と生検組織診を組み合わせた

高リスクHPV遺伝子型判定の意義と検出率. 第63回日本臨床細胞学会総会・春期大会; 20220611; 東京/Web. 日
本臨床細胞学会雑誌. 61(補冊1):99. 
 
山本容子, 館川夏那, 林榮一, 山村信一, 高橋慎治, 瀬戸口知里, 梅澤敬, 木村あずさ, 大石愛奈, 熊谷二

朗. 子宮頸部細胞診で推定が困難であった子宮頸部原発明細胞癌の1例. 第63回日本臨床細胞学会総会・春期大

会; 20220611; 東京/Web. 日本臨床細胞学会雑誌. 61(補冊1):235. 
 
梅澤敬. 非婦人科材料（穿刺吸引細胞診）におけるBDサイトリッチ™標本の細胞像と応用. 細胞診従事者講習会

ワークショップ; 20220910; 大分. 
 
高橋一人, 梅澤敬, 宇月美和. 細胞検査士養成大学における指定規則・カリキュラム改訂への対応 福島県立医科

大学における細胞検査士養成課程認定と新カリキュラム対応. 第61回日本臨床細胞学会秋期大会; 20221105; 仙
台. 日本臨床細胞学会. 61(Suppl.2):451. 
 
梅澤敬. Liquid-based FNAによる細胞診の技術革新. 第41回福島県臨床細胞学会総会; 20221211; Web. 
 
 
 

総合科学 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nihei K, Tokita S, Yamashiro H, Ting VGS, Nakayama R, Fujishima Y, Kino Y, Shimizu Y, Shinoda H, 
Ariyoshi K, Kasai K, Abe Y, Fukumoto M, Nakata A, Miura T. Evaluation of sperm fertilization capacity of 
large Japanese field mice (Apodemus speciosus) exposed to chronic low dose-rate radiation after the 
Fukushima accident. Journal of Radiation Research and Applied Sciences. 202209; 15(3):186-190. 
 
〔総説等〕 
 
小泉利恵, 髙木修一, 久保田恵佑. 高校における「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組

む態度」の学習評価. 英語教育. 202208; 71(6):26-32. 
 
〔研究報告書〕 

－462－


	臨床検査学科
	論　　文
	〔原　著〕
	〔総説等〕
	〔研究報告書〕
	〔その他〕

	書籍等出版物
	研究発表等（講演・口頭発表等）
	〔研究発表〕
	〔シンポジウム〕
	〔特別講演〕
	〔招待講演〕
	〔その他〕





